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Ⅰ. 問題設定





まり､ 高度経済成長を背景とした ｢共働き｣ の広がりにより､
1970年代に急速に発展した｡ その後､ 法制化を望む地域の関
係者の声に呼応して､ 1997年 ｢放課後児童健全育成事業｣ と
して児童福祉法の中に公的に位置づけられた｡














導員の専門性について､ 美見 (1992) は､ 子どもとの直接的
関わりのみならず､ 学童保育運動やネットワークづくりも含
めて捉えている｡ また､ 松浦 (2000､ 2001) は､ 子どもとの
関わりを核とする相対的に狭い範囲に専門性を絞ってまとめ､
二宮 (2000) は､ ｢コミュニケーション労働者｣ として学童
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表１ 学童保育の歴史
年 出 来 事
1948 大阪市の今川学園で日本初の学童保育開始




























































































｢都市児童健全育成児事業｣ を創設した｡ しかし､ この中で
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て位置づけられ､ 児童館が整備されるまでの ｢奨励的｣ ｢過
渡的｣ な事業とされていた｡ 事業内容も､ 10人以上の民間指














導員には ｢放課後児童指導員｣ という呼称が与えられ､ ｢遊
びを主として放課後児童の健全育成を図る者｣ とされている｡
また､ 育成環境課長通知 ｢放課後児童健全育成事業の実施に
ついて｣ では､ ｢放課後児童指導員の選任に当たっては､ 児
童の遊びを指導する者の資格を有する者が望ましい｣ と規定
されているだけである｡ しかし､ ｢児童の遊びを指導する者














中学・高校の教員が約47％となっている６) ｡ その他､ 社会






め､ 現在､ 学童保育指導員の資格については､ 全国学童保育
連絡協議会が中心になり､ ｢学童保育士｣ としての公的資格
を創設することを提案している｡ この資格は､ 学童保育指導
員の専門資格にあたるもので､ 保育士､ 幼稚園教諭､ 小学校
教諭を養成する内容に加えて､ ①学童保育原論 (学童保育と





































育連絡協議会元会長の美見昭光である｡ 美見 (1992) は､ 学
童保育の性格について､ 学童保育は福祉と教育の二面性を持
つものであり､ ｢学童保育の一般性は福祉であり独自性は教





























トに関わる技術 (skill) と能力・指導力 (ability)､ ②放課




















ションで子どもと接すること､ などである｡ また増山は､ 子








重森 (1998) は､ 美見の ｢広義の専門性｣ 論､ そして松浦
の ｢狭義の専門性｣ 論に加えて､ 地域・行政・住民の状況を
把握し､ その解決・改善にむけて行動しうる総合力を学童保
育指導員の専門性に含めて捉えている｡ すなわち､ 学童保育
指導員の専門性を､ ①狭義の専門性 (福祉・教育)､ ②広義
の専門性 (学童保育運動・ネットワークづくりなど)､ ③公
務員としての総合性 (地域固有性) という三層構造において
規定し､ それを ｢公務労働者としての指導員の専門性｣ と呼
ぶのである｡
重森によれば､ 公務労働は､ ①公的管理・事務､ ②社会的
生産､ ③社会的流通､ ④社会的消費､ ⑤公的サービス､ ⑥公
的強制､ の六分野に大別される｡ このうち公的サービスには､




















































ことを忘れてはならない｡ また同時に､ ｢遊び｣ だけが学童
保育を構成する要素ではないことにも注意しなければならな
い｡ 学童保育が子どもに ｢遊び｣ だけを提供する場であるの
なら､ それは ｢全児童対策事業｣ と何ら変わりのないものに
なってしまう｡ 現在､ ｢遊び｣ が学童保育の重要な構成要素
であることは確認されている｡ そして､ もうひとつの構成要
素である ｢生活｣ についても学童保育の場では考えていかな

































の発達には､ 勉強､ 読書､ テレビ視聴といった間接体験 (代
理体験) はもとより､ 遊び､ 仕事､ 野外活動などの直接体験
(生活体験､ 現実体験) が重要な影響を及ぼす｡ このような
日常生活体験を幼児期から積み重ねていくことで､ 子どもの
発達が促されるのである｡
しかし､ 現代の子どもたちには､ これらの生活体験 (直接
体験) の不足が指摘され､ それが深刻な問題となっている｡
谷田貝らは､ 1997年に青少年の生活技術の実技調査を実施し
た｡ ｢ナイフで鉛筆を削る｣ ｢ノコギリで板を切る｣ ｢マッチ
で火をつける｣ ｢ひもかた結び・花結び (各前後)｣ ｢二寸釘














｢二寸釘を打ち込む｣ ｢生卵を割る｣ のように､ 学校の図工や
家庭科､ 技術の授業で体験したことがあるために､ 調査にお
いて ｢よくやる｣ という回答の割合が高まっていると推測さ
れるものもある｡ 例えば､ ｢生卵を割る｣ は､ 家庭科第５学
年の食物の領域において ｢卵をゆでたり焼いたりできること｣
が目標に挙げられている影響か､ ５年生になると経験率は９











が ｢何度もある｣､ 29％の子どもが ｢時々ある｣ と回答して


















る｡ 換言すると､ 半数近くの子どもは､ これらの手伝いを､
｢あまり｣､ あるいは ｢全く行なわない｣ 実態があるというこ
とである｡ 食事の片づけやふとんの上げ下ろし・ベッドの整
頓は､ ｢いつも｣ 手伝っている子どもは３割いるが､ ４割の


















の子どもが ｢まったくない｣ ｢ほとんどない｣ と回答してお
り､ ｢夜空いっぱいに輝く星をゆっくり見たこと｣ ｢海や川で
貝を掘ったり､ 魚を釣ったこと｣ ｢チョウやトンボ､ バッタ
などの昆虫を捕まえたこと｣ も､ 半数近くの子が ｢まったく
























いる｡ 例えば､ 藤田は､ 学童保育指導員の役割として､ ｢手
わざや生活のすべてが身につく体験を組み込む｣ ことを挙げ























うのは事実である｡ しかし､ ここで述べていることは､ 学童
保育が学校教育と同じような性格の場になるべきだ､ あるい
は学童保育は学校で学んだことを練習する補助的な場となる











例えば､ 学童保育での日常の ｢仕事｣ について考える｡ 学






動､ 制作活動､ 文化的活動等､ 労働的活動と呼ばれる生活文
化的活動としての仕事がある19) ｡ ｢仕事｣ は人間生活にとっ











る｡ 学童保育では､ おやつや食事を作るというかたちで､ 子
どもたちが調理技術という生活技能を身につける場面はよく
見受けられる｡ 買い物に行き必要な食材を買い､ 自分たちで
料理する｡ そこでは､ お金の管理､ 品物を選ぶ目を養う､ 包





われる｡ それは､ 意図的になされることもあれば､ 偶発的､
無意図的になされる場合もある｡ そして､ 家庭環境 (職業､
収入､ 家族構成､ 家族の生活時間､ 住居の広さ､ 親の価値観
など) の影響を受けやすく､ 各家庭により違いが見られる｡
































Ⅲ章では､ 学童保育指導員の専門性について､ 狭義､ 広義､
総合的､ という三種類の観点からの規定を紹介・検討した｡
いずれも学童保育指導員の専門性として不可欠の観点である






図２ 学校､ 家庭､ 学童保育の関係
的に明らかになっていないことも指摘できた｡
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声社､ 1978年､ 16－18頁､ 27－29頁｡
３) 全国学童保育連絡協議会編 『学童保育のすべてⅤ』 一声
社､ 1981年､ 18－19頁｡
















『学童保育研究』 １､ かもがわ出版､ 2001年､ 9－11頁､ を
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集委員会編 『私は学童保育指導員』 シリーズ学童保育３､










ての学童保育づくり｡ また､ 三輪 (三輪定宣 ｢教育労働者
の立場から｣､ 『学童保育』 編集委員会編 『私は学童保育指
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『学童保育』 編集委員会編 『私は学童保育指導員』 シリー
ズ学童保育３､ 大月書店､ 1998年
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